
〇受入環境の整備（休憩所、メンテナンス・サポート体制等）
・サイクルスタンドやメンテナンススペースの設置が
可能な既存休憩施設の活用手法を検討
・地域のサイクルショップのサポート体制の構築
を検討

〇魅力づくり（滞在コンテンツの充実・強化等）
・宿泊施設、温泉施設、商業・物産販売施設等に
おいて喜ばれるサービス等の調査
・ビューポイントの選定

〇情報発信（ルートマップ、ＩＣＴの活用等）
・ルートマップ等の作成とＩＣＴを活用した情報発信
方法の検討

〇走行環境の整備
（コース案内や走行時の安全対策等）
・各地域の特色を活かした案内標識
のデザイン検討及び設置
・自転車通行空間の整備として、矢羽
根型路面表示等の設置

愛称は上五島椿
平成３０年度「長崎県サイクルツーリ
ズム推進協議会地域部会」を設置。
下記ルートの設定ならびに距離や
ターゲット、高低差等に応じたコース
設定（初級者、中級者、上級者）の
検討を実施。

上五島地域サイクリングルート

全長約４９ｋｍ

快適で安全安心にサイクリングができる環境の整備

路面表示

サイクルツーリズム推進のための取組

休憩施設

頭ヶ島教会

うどんの里・物産館

長崎県作成資料

ビューポイント

案内標識

○自転車で地域を巡り、沿線の魅力を楽しむ体験型・交流型旅行や、サイ
クルイベントの開催等を通じた観光地域づくりを促進し、自転車を活用し
た地域の活性化を目的として、長崎県サイクルツーリズム推進協議会を
平成30年に設置。

長崎県サイクルツーリズム推進協議会
・走行環境・受入環境整備や情報発信等を実施
・メンバー（観光連盟、二輪車自転車商協同組合、行政等）
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